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【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年6月4日(2014.6.4)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　担体上に少なくとも２種類の異なる活性触媒成分を含む、非極性オレフィン性化合物の
重合用触媒系を製造する方法であって、
　（Ａ）第１の温度においてハフニウムまたはジルコニウムを含む第１の活性可能な触媒
成分を活性化し；
　（Ｂ）第１の温度よりも少なくとも１５℃低い第２の温度において鉄を含む第２の活性
可能な触媒成分を活性化する；
工程を含む上記方法。
【請求項２】
　（Ｃ）担体上に触媒成分を担持させる；
工程を更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　活性化及び担持を非プロトン性溶媒中で行う、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　工程（Ａ）で得られた第１の活性化された触媒成分を前段の担持工程において担体に施
し、工程（Ｂ）で得られた第２の活性化された触媒成分を後段の担持工程において担体に
施す、請求項２又は３に記載の方法。
【請求項５】
　前段の担持工程の後で且つ後段の担持工程の前に、乾燥工程において担体を乾燥する、
請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　第１の活性化工程を０～７０℃の温度において行い、一方、後段の活性化工程を－４０
℃～５０℃の温度において行う、請求項１～５のいずれかに記載の方法。
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【請求項７】
　前記第１の活性可能な触媒成分がハフノセンであり、前記第２の活性可能な触媒成分が
鉄コンプレックスである、請求項１～６のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
　用いる担体成分がシリカゲル又は焼成ハイドロタルサイトである、請求項１～７のいず
れかに記載の方法。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれかに記載の方法によって得られる触媒系。
【請求項１０】
　エチレンを重合又は共重合するための請求項９に記載の触媒系の使用。
【請求項１１】
　請求項９に記載の触媒系の存在下で行うオレフィン重合方法。
【請求項１２】
　エチレンを場合によっては他のオレフィンモノマーと共に（共）重合するための請求項
１１に記載の方法。
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